
















































































































































































































































































































































































































敝帚軒 ･甕汲軒。浙江嘉興の人。明 ･萬曆六年〔一五七八〕～明 ･崇禎十五年〔一六四二〕。
萬曆四十六年〔一六一八〕の舉人）も，「徐正」と「黃鑑」とを王世貞は混乱してしまっている，
と指摘する。
　沈德符は，『萬曆野獲編』でつぎのようにいう。
〔景泰間逆黨〕原任給事中の徐正，先ず景泰の時に於いて密見して言事（機密事項を奏上）
するを請う。帝（景泰帝）　之を許す。乃ち上皇（英宗）及び故の太子，今の沂王ぜらる
を沂州に遷さんことを奏す。帝（景泰帝）　懌ばず。謫（追放処分）して雲南經歷と爲す。
妓に戀して行かず。又た鐵嶺衛軍に謫（追放処分）す。上皇（英宗）　復位し。命じて市
に凌遲すること三日なり。此れ人の知る所なり。『西樵野記』に又た記すに蘇州衛の人の［黃］
鑑，其の父　舞文（法の盲点をかいくぐり）して，害を爲すこと少からず。晚に［黃］鑑
を生む。［黃鑑は］正統壬戌（正統七年壬戌科〔一四四二〕三甲六十八名の進士）の進士
に登る。上（英宗）　其の年貌（年齡容貌）の美なるを悅び。官するに近侍を以てす。蘇
州の人　咸な「天理　何くに在りや」と謂う。景泰の間，尤も寵渥（皇帝の恩澤）を被る。
英宗の北より還り，南宮より復辟するに及び，舊恩を以て大理寺少卿に進む。召對に虛日
無し。一日，上　偶々舊章疏の一角を露わす者を見る。取りて之を觀るに乃ち［黃］鑑の
進むる所の本なり。［それは］上（英宗）を禁錮するを請う者なり。亟やかに召見し之を
擲示す。［黃］鑑　罪に伏し誅に伏し，遂に滅族さる。弇州（王世貞）　之を駁して「其の
事（大理寺少卿となったこと）無し」，且つ「其の人（黃鑑）無し」と謂う（『弇山堂別集』
卷二十三・「史乘考誤四」）。是の年の「登科錄」を査するに及ぶに，則ち果して黃鑑なる
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者有り。三甲の進士に登る（正統七年壬戌科〔一四四二〕三甲六十八名の進士）。果して
蘇州衞軍籍，長洲學軍生と爲す。登第の時，其の父　尙お在り。徐正と同科の進士（徐正
は，正統七年壬戌科〔一四四二〕三甲二十六名の進士）なり。徐［正］も亦た蘇の呉江の
人なり。乃ち知る是れ科の一榜に二
ふた
りの逆臣・又た同郡の人を得。亦た異なるかな（萬曆
三十四年（一六〇六）自序『萬曆野獲編』卷二十八・果報・「景泰間逆黨」条）。
もとの給事中であった徐正は，先の景泰年間に密かに引見して奏上したいと願い出た。景泰帝
はこれを許した。そこで徐正は，上皇（英宗）と故の太子（今の沂王）とを沂州に遷すことを
奏した。景泰帝は，喜ばず，徐正を雲南經歷に謫（追放処分）した。ところが，妓女に恋々と
して出発しなかった。そこでまた鐵嶺衛軍に謫（追放処分）した。上皇（英宗）が復辟し，徐
正を三日かけて市に凌遲の刑に処した。侯甸の『西樵野記』によると，蘇州衛の人の黃鑑の
父は法を弄んで少なくない害を与えており，晩年に黃鑑を生んだ。黃鑑は，正統七年壬戌科
〔一四四二〕三甲六十八名の進士となった。英宗はその若く美丈夫であったことを好み，近侍
の役を与えた。黃鑑の出身地の蘇州の人たちは皆な，「天理　何くに在りや」と言った。次の
景泰帝の時にもっとも恩沢をこうむった。英宗が北方からの帰還・宮中での幽閉を経て復辟す
ると，旧恩から大理寺少卿に進められ，日々召しだされた。一日，英宗は偶然に旧疏文の一角
が露わになっているのを見た。手に取ってみると，黃鑑が英宗を幽閉するように願い出たもの
であった。速やかに黃鑑を召し出し，疏文を放り投げて示した。そして黃鑑は重罪に伏し，と
うとう族滅処分された，という。弇州（王世貞）は，『西樵野記』の記載を否定して，「黃鑑が
大理寺少卿となったという事実はなく」，また「黃鑑という人物も存在しなかった」という。
ただ，正統七年の「登科錄」を調べると，黃鑑という人物がおり，三甲六十八名の進士となっ
ている。そして蘇州衞軍籍，長洲學軍生であった。進士となった時には，その父はなお存命で
あった。徐正は，この黃鑑と同じ正統七年の進士であり，また蘇州の呉江の人だった。つまり，
正統七年の進士にふたりの逆臣で同郷の人を及第させていたのである。また異常なことである，
という。
　ちなみに，「實錄」には徐正の事のみが，とりあげられており，いまのところ黃鑑のことは
見当たらない。
付け加えると，清・乾隆『呉江縣志』（卷二十四・科第・五葉）によると，徐正は，字は惟中，
正統六年の舉人，正統七年〔一四四二〕壬戌科の進士で，刑科給事中になったと記録される。また，
黃鑑は，清・乾隆『長洲縣志』（卷之二十・科目・九葉および二十五葉）によると，字は克明。
蘇州衞の籍。正統三年の舉人，正統七年〔一四四二〕壬戌科の進士で，兵部郎中になったと記
録される。
　ただし，明代に編纂された地方志をみると，明・弘治『呉江志』（卷八・科第）には，徐正
の名はない。また，明・隆慶（萬曆二十六年刻）『長洲縣志』（卷六・科第・國朝郷貢・九葉）
には，黃鑑が正統三年に舉人になったとの記録はあるものの，正統七年に進士になったという
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記載はない。
ふつう進士はその地域の名誉であり，記録されて当然だと考えられる。なのに清代に編纂
された地方志には，二人とも記載されるが，明代編纂のものには進士になった記録が見当たら
ないのは，朝廷から処罰された官僚の記録は，不名誉なことであるため削除されたのであろう
か。また，清代では，前王朝の処罰であるので，かかわりがないとして記載されたのであろうか。
そのように考えることができれば，黃鑑についても，『西樵野記』で言及されるような事実
についての記録は，いまのところ見出しえないが，何らかの処分を受けた可能性が考えられる。
　さて，　談遷は，徐正のこの記事を記録した後につぎのようなコメントを付している。
談遷　曰く，景帝（景泰帝）の徐正を怒るは，同氣を忝
はずかし
むること無ければなり（兄弟の
顔に泥を塗らないようにする :『書經』君牙には「無忝祖考」とある）。然れども其の鑰を
錮
ふさ
ぎ，其の木を伐るに終わる。何ぞ　陽に譴し，陰に之に中
あ
つるなり。理　私に勝たず，
讒慝の口，微かに其の竇を啓く。之を大にすれば則ち司馬昭の成濟を殺す，之に次するは
則ち景帝（景泰帝）なり。［これは］同一の機（心意）なり（『國榷』卷三十一・「代宗景
泰五年七月辛巳」条・一九九五頁）。
景泰帝が，徐正を怒ったのは，兄弟の顔に泥を塗らないようにしたためである。なのに，その
幽閉先の宮のカギに鉄をそそいだり，樹木を伐採したりした。それはどうしてか。表では譴責
し，裏では迫害している。私情が勝り，奸邪の行いが，口を開けている。こうしたことを大規
模にすれば，司馬昭が成濟を殺害したことになり，景泰帝の行為がそれに続くのである。
　景泰帝が，徐正を処罰したのは兄弟の顔に泥を塗らないようにしたためであるが，実際に英
宗に対して行ったことは，陰険である，という。
それに対して趙翼（字は雲崧，号は甌北。江蘇陽湖の人。清 ･雍正五年〔一七二七〕～嘉
慶十九年〔一八一四〕。乾隆二十六年辛巳恩科〔一七六一〕一甲三名の進士）は，『廿二史劄記』
において次のようにいう。
景泰帝　初め黄（竑）〔 〕の言に惑い，英宗の太子の見深を廢して沂王と爲し，己の子
の見濟を立てて太子と爲す。後，太子　薨じ，未だ嘗て仍お沂王を立てるを欲せざるにあ
らざるなり。六年七月，給事中の徐正有りて，［左右を］間
へだて
るを請い，「沂王　當に封ずる
所の地に遷し，以て人望を絶ち，別に王子を選び之を宮中に育つべし。上皇（英宗）の居
る所の南城　宜しく牆垣を增高し，高樹を伐去すべし。宮門の鎻も亦た宜しく鐡を灌ぎ，
以て非常に備うべし」と言う。帝（景泰帝）　大いに愕き，叱り之を出し，其の罪を正さ
んと欲するも，衆を駭かすを慮り，遂に之を鐡嶺衞に謫（追放処分）す，と。是れ帝（景
泰帝）　固より未だ肯て小人の言を聽かざるなり。英宗　復辟するに迨び，徐有貞の輩　
王文・于謙は外藩を立てんことを謀ると誣
し
い，帝（景泰帝）の心事　遂に不白（弁明でき
なかった）なり，と云う。事は廖莊傳に見ゆ 6）。世　論及する者有ること罕なり。故に特
に之を表出す（『廿二史劄記』卷三十四・「景泰帝欲仍立沂王」条）。
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景泰帝は，はじめ黄 の提案に迷わされて，兄の英宗の子で皇太子の見深を廢して沂王とし，
自分の子の見濟を立てて皇太子とした（景泰三年五月二日）。後（景泰四年十一月十九日）に
皇太子が亡くなり，兄の子の元の皇太子の見深（沂王）を復活させたくないとは望んでいなかっ
た。景泰六年七月，給事中の徐正が左右を間
へだて
るを願い出て，「元の皇太子の見深（沂王）を任
地に赴かせ，人々の復活の望みを絶ち，別の王子を選んで，［皇太子候補として］宮中で養育
すべきです。また，上皇（英宗）のいる南城の壁をより高くし，大きくなった樹木を伐採すべ
きです。さらに，門のカギに鉄を流し込んでおいて，非常事態に備えておくべきです」といっ
た。景泰帝は，たいへん驚き，叱り，その罪状を公開して処罰しようとした。だが，人々を驚
かすことを考慮し，鐡嶺衞に謫した，とある。景泰帝は，もとから小人のことばに耳を貸さな
かったのである。英宗が復辟し，徐有貞などが，王文・于謙は藩王の子を皇太子に立てること
を謀ったと誣告し，景泰帝の考えも，冤罪をこうむりすすぐことができないものとなってしまっ
たのである。この事は『明史』廖莊傳にある。言及する者が少ないので，特にこのことを述べ
ておく，と趙翼はいうのである。
　景泰帝に良心があったために徐正を処罰したと考えるのである。
　趙翼よりすこし前の意見であるが，清・乾隆帝は，景泰帝が，徐正を処罰したことについて，
つぎのように穿ったこと述べている。
景泰［帝］　英宗を蔑視し，并せて其の儲嗣を易う。徐正　奸人を以て窺伺し，遂に公然
と沂州に［英宗の太子の沂王を］出居するを請う。其の迎合・揣摩（揣度對方，以相比）
　殊に「逢君長惡（君に逢（迎合）して惡を長
ま
す）」（『孟子』告子下に「長君之惡其罪小，
逢君之惡其罪大（君の惡を長
ま
すは其の罪　小なり。君の惡に逢（迎合）するは其の罪　大
なり）」）と爲す。景泰［帝］　 廖莊等の建言に于いて既に嚴刑とす。以て高平の伐樹の説
を復用するを逞しくす。其の猜忌・險刻（陰険）　幾んど餘地を留めざるなり。何ぞ獨り
徐正に于いて反って加うるに深譴を以てするや。蓋し南宮の退處の朝謁（入朝覲見）闕如（缺
6）　『明史』に，つぎのようにある。
　　　 ……初め景帝の時，英宗　南宮に在りて，左右　離間（隔離）す。［景泰帝の子の］懷憲太子　薨じ，
羣小　沂王の復た立たんことを恐れ，讒構（讒言）　愈々甚だし。故に鍾同・章綸と［廖］莊と相い繼
ぎて力言（懸命に申し立てる）し，皆な罪を得。然れども帝（景泰帝）　頗る感悟す。六年七月，刑科
給事中の徐正　［左右を］間
へだて
るを請いて言事（機密事項を奏上）す。亟かに召し入り，乃ち言う，「上
皇　臨御し歲久し，沂王　嘗て儲副（皇太子）に位し，天下の臣民　仰ぎ載す。［そこで］宜しく封ず
る所の地に遷置し，以て人望を絶ち，別に親王の子を選び之を宮中に育つべし」と。帝（景泰帝）　驚
愕し，立ちどころに之を叱り出し，其の罪を正さんと欲す。［しかし］衆を駭かすを慮り，乃ち遠任
に謫（追放処分）するを命ず。而るに帝（景泰帝）の怒り未だ解けず。已にして，復た其の淫穢（下
賤）の事を得，鐡嶺衞に謫戍す。蓋し帝（景泰帝）　［鍾］同等の言う所は過激なりと怒ると雖も，小
人の言は亦た未だ遽かに聽かざるなり。英宗　復辟するに迨び，于謙・王文は外藩を立てんことを謀
るを以て誅死し，其の事　遂に不白（弁明できなかった）なり，云
しかい
う（『明史』卷一百六十二・列傳第
五十・「廖莊」）。
←
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少；沒有）たりてより，其の勢い　禁錮に殊なる無し。景泰［帝］の心を推すに，以爲ら
く近きこと闕廷（朝廷）に在れば，防制（防備和控制）に易し，若
も
し出でて外藩に就けば，
則ち舊主の名　存し，衆望　未だ絶たず，意外の虞（憂慮）無きこと能わず。［そのため］
深く［徐］正の詭辭を以て説を爲すを疑う。故に一たび言を聞き，卽ち驚愕に勝えず，且
つ之に繼ぐに怒りを以てするなり。論者　每に［徐］正の謫戍を以て「景泰［帝］の貪位
忘君の罪を減ず可し」と謂う，又た或いは「其れ此れに藉りて以て掩惡沽名（名譽を得よ
うとする）」と謂う。［しかし］景泰［帝］の位を襲いて以後，久しく已に倒行逆施（常軌
に違反する :『史記』伍子胥列傳にもとづく）なるを知らず。本より未だ人言（他人の評判）
を顧惜（愛惜）せず。安んぞ天良（良心）を得んや。忽ち動くも必ず統あり。前後を觀て
以て其の心を誅せば，始めより遁情（隱情）無きのみ（『御批歷代通鑑輯覧』卷一百四・「景
泰六年八月，杖南京大理少卿廖莊於闕下，謫爲驛丞。復杖禮部郎中章綸・御史鍾同於獄。［鍾］
同死，［章］綸仍錮獄」条の批文）。
景泰帝は，英宗を蔑視し，その皇太子も自分の子供に取り換えてしまった。徐正は奸人の心根
からそれを窺い，とうとう公然と英宗の太子の沂王を任地に出発させるように願い出た。その
阿諛追従は，ことに「君主に迎合し，その過ちを増大させる」ものである。景泰帝は，廖莊な
どの英宗の皇太子の復位についての提案には，厳刑をもって処罰した。そして，英宗の幽閉先
の樹木の伐採についての高平の提案は，用いたのである。その猜疑陰険なことは，余地を留め
ないものである。どうして，徐正についてのみ譴責を行なったのであろうか。おそらく，南宮
の隠居処での拝謁は出来なくなったことは，その勢い禁錮と異なるものではない。景泰帝の気
持ちを察するに，英宗を朝廷内においておけば，制御しやすい。一旦外に出してしまえば，も
との皇帝の名目があり，衆望も完全になくなったというわけではないので，思わぬ憂慮すべき
ことが起こらないともいえない。そのため，徐正が英宗を外に連れ出すことを考え，詭弁を弄
しているのではないかと疑ったのであろう。だから，提案を聞き，驚愕してしまい，つづいて
怒りが込み上げてきたのである。評論する者たちは，この徐正を謫戍処分にしたことから，「景
泰［帝］の皇位に汲々として兄の上皇をないがしろにしたという罪は減ずべきである」とのべ
る。また「この処分を行ない，悪名を覆い隠して名誉を得たいと考えた」という。しかし，景
泰帝が即位してから，常軌に違反してきたことを知らず，もとより，他人の批判など考慮など
していない。どうして良心があるといえるのか。突然の行動にも，必ず筋道が通っているもの
である。前後のみを見て其の心情を責めるのならば，始めから隠された心情など無いようなも
のである，という。
　徐正の提案は，英宗のためのものだと景泰帝は推測し激怒したという。したがって，景泰帝
の英宗への処置は一貫している，というのである。
 （つづく）
